
 

 

開催 第 23 回大会 

開催年月日 2025 年 10 月 30 日（木曜日）10 月 31 日（金曜日）11 月 1 日（土曜日） 

※11 月 2 日（日）〜12 月 12 日（金）オンデマンド配信・教育講演 e-learning 

（JDDW 2025 第 33 回日本消化器関連学会週間） 

開催地 神戸市 神戸コンベンションセンター（ハイブリッド開催） 

会長名   

瀧口 修司 

（名古屋市立大学大学院医学研究科生体機能・ 

構造医学専攻病態外科学講座消化器外科学分野） 

会長講演 輝ける外科医が拓く消化器外科の未来――教え，教わる文化の再構築へ 

講演 （特別講演） 

・臨床と基礎の融合（森 正樹） 

・研究と臨床の卓越した二刀流医師になるために（郡 健二郎） 

（招待講演） 

・Now and future of gastric cancer surgery（Hyuk-Joon Lee） 

・Development of liposomal ODN to convert immunodeficiency to 

immunogenecity of pancreatic cancer tumor microenvironment（Yan-Shen 

Shan） 

・Results of 3D thoraco-laparoscopic esophagectomy for esophageal 

squamous cell carcinoma at Vietnam National Cancer Hospital（Binh Van 

Pham） 

・Future aspects of robotic surgery（Anne Lidor） 

会長賞 （会長賞） 

食道癌の低侵襲 biomarker としての血漿中/尿中 ctDNA の有用性（柴田 梨恵） 

Strategic International 

Session 

ST2．ロボット手術の未来（Future aspects of robotic surgery） 

ST3．大腸腫瘍に対する内視鏡治療の最前線≪ビデオ≫（Cutting edge of 

endoscopic treatment for colorectal neoplasms <Video>） 

シンポジウム （統合プログラム） 

統合 2（S）．希少悪性腫瘍治療の現状と展望 

統合 3（S）．ゲノム時代の内科学・外科学―消化器疾患とゲノム診療の未来 

（International Session） 



IS-S2．選択肢が増えた IBD 治療の現状と今後の展開 

（Current and future development of IBD treatment with multiple options） 

IS-S3．脂肪性肝疾患診療の新展開（Novel stages in the treatment of steatotic 

liver disease） 

IS-S4．アジアにおけるロボット手術の現状と未来（Current status and future 

perspectives in robotic surgery in Asia） 

（シンポジウム） 

S1．膵癌の早期診断・早期治療 

S5．バレット食道癌の診断と治療 

S6．原因不明消化管出血の現状と課題 

S7．肝癌に対する薬物療法の最前線 

S9．(JGES Core Session) 慢性膵炎に対する内視鏡診療 

S10．胃上部・食道胃接合部癌に対する低侵襲手術の短中期成績 

S11．再発大腸癌に対する治癒を目指した集学的治療の最前線 

S12．ロボット支援下肝胆膵外科手術の現状と課題 

S13．消化管癌に対するロボット手術の若手教育 

S14．消化器癌に対する免疫チェックポイント阻害薬の治療成績 

パネルディスカッション （統合プログラム） 

統合 1（PD）．消化器がんに対する Conversion surgery の現状と課題 

統合 5（PD）．imAE 診療のリアルワールド 

（International Session） 

IS-PD1．分子生物学に基づいた消化器疾患のプレシジョン・メディシン

（Molecular based precision medicine in gastroenterology） 

（パネルディスカッション） 

PD3．肝硬変合併症への挑戦（門脈圧亢進症，サルコペニア等） 

PD5．大腸がん検診における適切な高危険群の設定と管理 

PD6．膵がん検診を視野に入れた高危険群の再設定と管理 

PD7．消化器疾患とサルコペニア・フレイル 

PD8．胆道癌の最新治療－胆道ドレナージ・外科手術・化学療法・免疫介在性有

害事象－ 

PD9．大腸鋸歯状病変の取り扱いの現状－病理医とのクロストーク－ 

PD10．フレイルを有する肝胆膵悪性腫瘍患者の治療戦略 

PD11．局所進行直腸癌に対する術前治療の功罪 

PD12．エビデンスに基づいた肝癌治療の個別化 

PD13．C 型肝炎根絶への現状と課題 

PD14．膵癌非典型例に対する診断・治療のストラテジー 



PD16．高齢者に対する消化器癌 conversion 手術高齢者に対する消化器癌

conversion 手術高齢者に対する消化器癌 conversion 手術 

ワークショップ （統合プログラム） 

統合 4（W）．マイクロバイオーム研究に基づく消化器疾患の診断と治療 

統合 6（W）．医工連携におけるコンソーシアムとプラットフォーム 

（International Session） 

IS-W2．胆道ドレナージに対する最新のアプローチ（Updated approaches to 

biliary drainage） 

（ワークショップ） 

W1．消化器疾患のトランスレーショナル・リサーチ 

W3．肝不全の実態と最新治療（移植，再生医療を含む） 

W4．大腸癌の新しい予後予測指標 

W6．ロボット支援下手術の挑戦とその限界（上部消化管） 

W7．IBD 非典型例（IBDU を含む）・難治例に対する治療戦略 

W8．膵疾患に対する集学的治療の進歩 

W9．進行胆道癌に対する集学的治療戦略 

W10．アルコール性肝硬変・肝癌の現状と課題 

W12．多角的アプローチによる膵・胆道インターベンション治療の最先端 

W14．上部消化管腫瘍に対する内視鏡治療の最前線≪ビデオ≫ 

W16．ロボット支援下手術の挑戦とその限界（下部消化管） 

W18．データベースを活用した内視鏡研究の最前線 

W19．緊急内視鏡診療の適応と限界（胆膵・消化管） 

その他 一般演題 612 題 

抄録検索 

 

https://www.jddw.jp/jddw2025/abstracts/auth.php

